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鹿児島市の水道　100年2 3100th anniversary Since 1919

　明治後期に交通の発達などによる市勢の発展や、防疫、防火への備えとして
大規模水道の建設を求める声の高まりに応えて七窪水源地・上之原配水池を新
たに建設し、大正8年に通水を開始したことが本市の近代水道の始まりでした。
　その後、経済成長に伴う水需要の増加や、市域の拡大、人口の増加などに応
じて取り組んだ結果、現在では、約60万人の人々に年間約6，500万㎥の水を供給
し、市民の日々 の生活を支えています。
　これまで、戦災復旧や水不足への対応、災害復旧など、数多くの困難もありまし
たが、市民の皆様の温かい支援や先人の不断の努力により、これらを克服するこ
とができました。
　昨今の水道事業をめぐる状況は、ライフスタイルの変化や節水機器の普及、人
口減少などにより、水需要が減少傾向にあり、また、更新を必要とする施設が増加
していくことから、経営環境は厳しくなってまいります。
　水道が拡張から保全の時代へと移るなか、中長期的な視点で計画的に事業
を行いつつ、災害対策などに取り組んで、経営基盤の強化や安全で良質な水の
安定供給を実現したいと考えています。
　これからも未来を見据え、より一層の効率的な経営に努め、安心安全な水の供
給と快適な生活環境の確保に職員一丸となって取り組んでまいります。
　本誌が近代水道通水100年のあゆみを振り返り、本市水道について理解して
いただく一助となれば幸いに存じます。
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